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内容：
災害は、社会の脆弱性が生み出される過程と自然の加害現象が

作用する過程が交錯して発生します。
学校教育における災害経験の継承は、災害から命を守るための

知識・技術の伝達を通した発災時に行動できる主体性の育成はも
とより、災害によって表出した脆弱性と向き合いながら社会や人間
の在り方を問い直すことができる人間の育成が求められるのでは
ないでしょうか。
このように公教育の課題を捉えた上で、福島第一原子力発電所

事故により全町村避難を余儀なくされた福島県双葉郡を対象に、
地域社会と連関したカリキュラム改革について研究をしています。
具体的には、以下を調査対象にしています。

l 地域単位での教育の目標・内容・方法の基準の策定過程
l 被災地公立学校におけるカリキュラム編成過程
l 被災地公立学校で学習する児童生徒の経験

アピールポイント：
「社会に開かれた教育課程」が求められる中で、地域社会からの

要請をカリキュラムに反映するプロセスや条件、教員の専門性の解
明は喫緊の課題です。
カリキュラムの内容だけでなく、それを支える制度的・組織的条件

の解明を目指しています。

災害＝自然現象の加害力×社会の脆弱性

【公教育の課題】
自然現象への対応力

×
社会の脆弱性改善

広義 狭義

目
的

l 社会や人間のあり方を
問い直す力

l 災害から命を守るための
知識・技術の伝達

l 発災時行動できる主体性

主
な
教
材

l 災害による社会や人間
の変化

l 災害によって表出した社
会の脆弱性

l ハザード発生メカニズム
l 備え・対応の方法

主
な
方
法

l 「最適解」の目指す学習
l 真理を探究する学習 l 価値や知識・技術の教授

災害経験の継承をめぐる暫定的な整理

学校教育における災害経験の継承を支える条件
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